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会場(群馬会館)案内図



 

お 願 い 
 

１）口演発表、展示発表およびシンポジウム発表者の方へ 

『ＤＮＡ多型学会Ｖｏｌ．１４』掲載原稿、原稿を入力した CD-R および版権の委

譲承諾書等を学術集会受付（１階玄関ホール）へ提出して下さい。 

 

２）口演発表される方へ 

会場は群馬会館２階ホールです。 

発表７分、質疑応答３分を予定しております。発表スライドはコンピュータ（1

台）からの直接出力で行い、Windows XP、PowerPoint 2002（Office XP）（Microsoft

社）で作動させます。学術集会受付（１階玄関ホール）に、ご送付頂いたスライ

ドをファイルしたパソコンを準備いたしますので、口演発表３０分前には作動を

確認して下さい。なお、スライドのコマ送りは事務局で行います。 

 

３）展示発表される方へ 

会場は群馬会館１階広間です。 

１１月２４日（木）8:30～10:00 に、ポスターをお貼りください。 

展示スペースは、縦２００ｃｍ、横９０ｃｍです。なお、左上隅の縦２０ｃｍ、 

横２５ｃｍに演題番号を表示してあります。 

発表３分、質疑応答２分でお願いします。 

撤去は１１月２５日(金) 15:00～16:00 にお願いします。 

 

４）シンポジウムで発表される方へ 

会場は群馬会館２階ホールです。 

発表２０分を予定しております。発表スライドはコンピュータ（1台）からの直

接出力で行い、Windows XP、PowerPoint 2002（Office XP）（Microsoft 社）で

作動させます。学術集会受付（１階玄関ホール）に、ご送付頂いたスライドをフ

ァイルしたパソコンを準備いたしますので、口演発表３０分前までに作動を確認

して下さい。なお、スライドのコマ送りは事務局で行います。 

 

５）懇親会へ参加される方へ 

懇親会日時：１１月２４日（木）18:00 

会場：群馬会館１階広間 

会費：5000 円 

 

６）テクニカルセミナーへ参加される方へ 

日時：１１月２４日（木）12:00～13:00 

会場：群馬会館１階広間 

昼食：先着 70 名までの参加者にお弁当とお茶を無料配布します。
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お知らせ 

 

１ 評議員会(第 30 回) １１月２３日(水)  17:00～18:00 群馬会館 

   (現評議員及び監事の先生方のみご参集下さい)     地階第 1会議室 

 

２ 開場 １１月２４日(木)  8:30  

 

３ 受付 １１月２４日(木)  8:45 ～   １階玄関ホール 

 

４ 開会式 １１月２４日(木)  9:45 ～   ２階ホール 

 

５ 総会及び功績賞授与式１１月２５日(金) 13:00～13:30 ２階ホール 

 

６ 評議員会(第 31 回)   １１月２４日(木) 12:00～13:00 地階第１会議室 

    (新評議員及び監事に選出された先生方のみご参集下さい) 

 

７ 懇親会 １１月２４日(木) 18:00～    １階広間 

 

８ 口演発表 １１月２４日(木) 13:30～17:40 ２階ホール 

 １１月２５日(金) 13:30～14:00  ２階ホール 

 

９ 展示発表 １１月２４日(木) 10:00～11:30 １階広間 

 １１月２５日(金)  9:30～11:30   １階広間 

 

10 シンポジウム １１月２５日(金) 14:10～15:10  ２階ホール 

 

11 テクニカルセミナー １１月２４日(木) 12:00～13:00 １階広間 

 

12 学会賞授与式、次期大会長挨拶及び閉会式 

１１月２５日(金) 15:30～     ２階ホール 

 

学会賞の規定の変更 

日本ＤＮＡ多型学会賞受賞者審査選考実施細則の中の、「優秀研究賞選考基準」 

の一部が下記のように変更になりました（ＤＮＡ多型 Vol.13, p.307）。 

ご注意下さい。 

『第５条、第５項 

受賞式において、該当候補者（共同演者を含む）が不在の場合は辞退とみなし、 

受賞を取り消すことがある。この際に次点演題を繰上げ受賞する。この決定は 

学会長が行う。』 
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プログラム概要 
 

 

第１日 １１月２４日(木) 

    8:30         開場 

    8:45     受付 

     9:45     開会式 (２階ホール) 

   10:00～11:30 展示発表 P1～P17 (１階広間) 

   12:00～13:00 評議員会 (地階第１会議室) 

   12:00～13:00 テクニカルセミナー (１階広間) 

   13:30～17:40  口演発表 1～23 (２階ホール) 

   18:00～    懇親会 (１階広間) 

 

 

第２日 １１月２５日(金) 

    9:30～11:30 展示発表 P18～P41 (１階広間) 

   13:00～13:30 総会及び功績賞授与式 (２階ホール) 

   13:30～14:00  口演発表 24～26 (２階ホール) 

14:10～15:10  シンポジウム S1～S3 (２階ホール) 

15:30～      学会賞授与式、次期大会長挨拶及び閉会式 

  (２階ホール) 
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三　澤　章　吾　先 生

学会功績賞授与式　（２階ホール）

第２日目　１１月２５日（金）

13:00～13:30

松　本　秀　雄　先 生
（前大阪医科大学教授）

受　賞　者（年齢順）

（前筑波大学教授）

原　田　勝　二　先 生
（前筑波大学教授）
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S1 Congenital Disorders of Glycosylation (CDG)‐等電点電気泳動と遺伝子

解析

湯浅　勲

（鳥取大学医学部法医学分野）

S2 ABO式血液型遺伝子の上流域多型と転写調節

小湊慶彦

（群馬大学大学院医学系研究科病態遺伝法医学）

S3 ヒトDNase Iの分子多様性と心疾患

安田年博

（福井大学医学部病態遺伝生化学）

14:30～14:50

シンポジウム　（２階ホール）

第２日目　１１月２５日（金）

14:10～14:30

座長　梅津和夫（山形大学医学部　法医病態診断学分野）

『ヒト多型学の進歩２００５』

15:30～　学会賞授与式、

座長　神田芳郎（久留米大学医学部法医学・人類遺伝学講座）

14:50～15:10

座長　鈴木廣一（大阪医科大学法医学教室）

　　　　 次期大会長挨拶（矢野　博：近畿中国四国農業研究センター）

　　　　 及び閉会式（２階ホール）
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1 Y染色体上の多型性の変異率について  家族ドナープールの必要性 

出羽厚二、鷲見博和、内藤笑美子、徐 紅徳、福田祐明、山内春夫

（新潟大学大学院医歯学総合研究科法医学分野）

2 APLP法によるミトコンドリアハプログループの東アジア集団における出現

頻度

梅津和夫
１
、湯浅　勲

２
、安達　登

３
、三好　綾

４
、渡辺剛太郎

５
、

田中雅嗣
６
、大澤資樹

１

（
１
山形大・医・法医病態診断学、

２
鳥取大・医・法医学、

３
東北大・

　医・人体構造、
４
福岡大･医・法医学、

５
山形県警本部科学捜査研

　究所、
６
東京都総合老人研究所）

　

３ 北海道縄文・続縄文人骨のミトコンドリアＤＮＡ解析

安達　登
１
、篠田謙一

２
、梅津和夫

３
、坂上和弘

１
、大島直行

４
、

百々幸雄
１

（
１
東北大・医・人体構造、

２
国立科学博物館・人類研究部、

３
山形大・

　医・法医病態診断学、
４
北海道伊達市教育委員会）

4 マレーシア・クアラルンプール周辺に在住するマレー人のミトコンドリア

DNA多型解析

水口　清
1
、丸山　澄

1
、野平　千鶴

1
、佐々木継泰

1
、石川　昂

1
、

Phrabhakaran Nambiar
2

（
1
東京歯科大学法歯学講座、

2
Dept. of Oral Biology,

　 University of Malaya）

座長　斎藤成也　総合研究大学院大学生命科学研究科遺伝学専攻および
　　　　　　　　国立遺伝学研究所

口演発表　（２階ホール）

第１日目　１１月２４日（木）

13:30～14:10　DNAデータベース
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5 DigiTag法を用いたマルチプレックスSNPタイピング

西田奈央
1,2
、田邊哲也

3
、高須美和

1
、金子善興

2
、徳永勝士

1

（
1
東京大学大学院医学系研究科人類遺伝学教室、

2
オリンパス株式会社、

　
3
株式会社ノバスジーン）

6 マルチプレックスＳＮＰ検査法による個人識別

渡辺剛太郎
１
、梅津和夫

２
、湯浅　勲

３
、大澤資樹

４

（
１
山形県警察本部科学捜査研究所、

２
山形大学医学部法医病態診断学、

　
３
鳥取大学医学部法医学講座、

４
東海大学医学部法医学講座）

7 ABO式遺伝子型と多座位Y-STR型のマルチプレックス法によるフラグメント

分析

園田祥司
1
、辻田浩司

1
、三谷友亮

1
、松田裕史

1
、水野なつ子

2
、

吉田日南子
2
、笠井賢太郎

2

（
1
大阪府警察本部刑事部科学捜査研究所、

2
科学警察研究所）

8 個人識別を目的とした迅速SNPs解析

橋谷田真樹
１
、板倉征男

２
、長嶋登志夫

３
、舟山眞人

１

（
１
東北大学大学院法医学分野、

２
情報セキュリティ大学院大学、

　
３
NTTデータテクノロジ株式会社）

9 Mini X-STR multiplex systemを用いた8ローカスの日本人集団遺伝子頻度

と陳旧性試料への応用

浅村英樹、酒井洋徳、太田正穂、小林寛也、塚田和彦、沖　貴仁、

福島弘文

（信州大学医学部法医学教室）

10 血液型亜型斑痕からのフラグメント解析による法科学的ABO式血液型判定

佐藤耕一
1,2
、伊藤幸夫

１

（
１
順天堂大学医学部法医学研究室、

２
警視庁科学捜査研究所）

14:10～14:50　検出技術１

― 14:50～15:00　休憩 ―

座長　福島弘文　信州大学医学部法医学教室

15:00～15:40　検出技術２、動物のDNA多型１

座長　徳永勝士　東京大学大学院医学系研究科人類遺伝学教室
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11 マウスの年齢依存性発現分子、 M-LP、の細胞質局在型イソフォーム

飯田礼子
1
、高塚尚和

1
、坪田悦子

1
、松木孝澄

1
、安田年博

2
、岸　紘一郎

3

（
1
福井大学医学部法医学･人類遺伝学領域、 

2
福井大学医学部病態遺伝

　生化学領域、 
3
群馬大学大学院病態遺伝法医学分野）

12 アコヤガイとベニコチョウガイの判別手法の開発

正岡哲治
１
、小林敬典

２

（
１
独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所、

２
中央水産研究所）

13 大麻の「ドラッグタイプ」と「ファイバータイプ」におけるTHCA生合成酵

素遺伝子の多型解析

高上馬希重
１
、關　光

2
、吉田茂男

2
、村中俊哉

2

（
１
東京大学大学院農学生命科学研究科、

２
理化学研究所PSC）

14 ラオス北部のイネ・モチ遺伝子の多型

武藤千秋
1
、川野和昭

2
、谷坂隆俊

3
、佐藤洋一郎

4

（
1
岐阜大学大学院連合農学研究科、

2
鹿児島黎明館、

3
京都大学、

　
4
総合地球環境学研究所）

15 RLGS法によるシロイヌナズナのDNA多型の検出

高宮知子
1,2
 、岡田有裕

1,2 
、細渕朗子

1,2
 、岡本裕行

1
 、村上康文

2
 、

奥泉久人
1

（
1
農業生物資源研究所、

2
東京理科大学）

16 葉緑体DNAに基づく実ウメおよび花梅の類縁関係の解明

太田 智
1,2,3
、林 恭平

４
、八重垣英明

３
、三井信弥

４
、大村三男

1,2
、

西谷千佳子
３
、山本俊哉

３

（
１
岐阜大学大学院連合農学研究科、

２
静岡大学農学部、

３
果樹研究所

　遺伝育種部、
４
和歌山県農林水産総合技術センター果樹試験場うめ

　研究所）

座長　 松山知樹　理化学研究所FRS・加速器利用展開グループ

16:10～16:50　植物のDNA多型２

15:40～16:10　植物のDNA多型１

座長　 矢野　博　近畿中国四国農業研究センター
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17 蛍光二次元ゲノム比較解析法によるコンニャクの品種特異的ゲノム差異

の検索

山下秀次
１
、作村健彦

１
、本田大輔

１
、芝田　猛

１
、飯塚弘明

２
、

奥泉久人
３

（
１
九州東海大学、

２
群馬県農業技術センター、

3
農業生物資源研究所）

18 ゲノムスキャニング多型解析によるシロイヌナズナ突然変異体の変異遺伝

子迅速同定

松山知樹
1
、市田裕之

1,2
、阿部知子

１
、浅見忠男

3
、中山秀人

4
、小池邦昭

5
、

戎崎俊一
5

（
１
理化学研究所FRS・加速器利用展開グループ、  

２
千葉大学大学院・

　自然科学研究科、
３
理化学研究所・辻本細胞生化学研究室、

４
株式会

　社PFU、
５
理化学研究所・戎崎計算宇宙物理研究室）

19 キャベツ萎黄病抵抗性DNAマーカー周辺領域の解析

市田裕之
1,2,3
、米山勝美

2
、阿部知子

3
、松山知樹

3

（
1
千葉大学大学院自然科学研究科、

2
明治大学農学部、

3
理研FRS 加速器

　利用展開グループ）

20 ヘアートラップ法による野生ツキノワグマの個体識別

森光由樹、名矢結香、泉山茂之

（野生動物保護管理事務所）

21 同所性食肉目イタチ科3種の調査における分子遺伝学的アプローチ

（予報）

黒瀬奈緒子
1
、佐々木　浩

2

（
1
岩手医科大学医学部法医学講座、

2
筑紫女学園大学短期大学部）

22 マウス悪性リンパ腫責任遺伝子座の同定

鶴山竜昭
１
、平塚拓也

２
、日合　弘

３
、玉木敬二

１

（
１
京都大学医学研究科法医学講座、

２
京都大学附属病院病理部、

　
３
滋賀県成人病センター）

23 東アジアにおける人類集団の遺伝的近縁関係

斎藤成也，石橋みなか

（総合研究大学院大学生命科学研究科遺伝学専攻および国立遺伝学

　研究所）

18:00～　懇親会（１階広間）

― 16:50～17:00　休憩 ―

座長　 山本敏充　名古屋大学大学院医学系研究科（法医・生命倫理学）

17:00～17:40　動物のDNA多型２
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24 新しい市販のY-STR型判定用マルチプレックスキットで観察された突然変異

吉本高士、山本敏充、打樋利英子、李　士林、勝又義直

（名古屋大学大学院医学系研究科（法医・生命倫理学））

25 p53遺伝子解析による法医試料からの動物種の鑑別

安積順一、浅利　優、清水恵子、塩野　寛

（旭川医科大学法医学講座）

26 mtDNA-HV領域の増幅断片長の相違による人獣鑑別法

室　友紀

（島根県警察本部科学捜査研究所）

 

15:30～　学会賞授与式、次期大会長挨拶及び閉会式（２階ホール）

14:10～15:10　シンポジウム（２階ホール）

第２日目　１１月２５日（金）

13:30～14:00　親子鑑定、人獣鑑別

座長　 玉木敬二　京都大学医学研究科法医学講座
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Ｐ１ 喫煙習慣に及ぼす遺伝子多型の影響と職場ストレスとの関連

渡辺洋子
１
、勝山博信

２
、日高和夫

１
、富田正文

３
、奥山敏子

３
、

為近美栄
４，５

、伏見滋子
２
、東真由美

１
、湊川洋介

１
、角南重夫

２

（
１
川崎医科大学生化学、

２
川崎医科大学公衆衛生学、

３
川崎医科大学

　医用中毒学、
４
川崎医科大学中央検査部、

5
大阪大学大学院・生体情

　報科学講座）

Ｐ２ 薬物中毒とGlutathione S-Transferase M1及びT1遺伝子多型の関連

中留真人、加藤光司、望月　薫、宮地章高、貴志有望、的場梁次

（国立大学法人 大阪大学大学院医学系研究科予防環境医学専攻社会環境

　医学講座　法医学教室）

Ｐ３ CATERPILLAR遺伝子群のSNPタイピングによる本態性高血圧症との関連解析

北村歌奈子
１
、近江俊徳

1,2
、熊田真樹

1,2
、後藤孝也

1,2
、宇津見七海

１
、

ルハグワスレン ムンフトルガ
１
、坂本敦司

2
、岩本禎彦

１,2

（
1
自治医科大学地域医療学センター人類遺伝学部門、

2
自治医科大学地域

　医療学センター法医学部門）

Ｐ４ 心筋症の遺伝子解析Ⅲ 心筋βミオシン重鎖遺伝子の変異解析 

橋本千香子、中村茂基、永井智紀、中前琢磨、中丸尚美、小林英樹、

杉江秀明、古川理孝

（北里大学医学部法医学教室）

Ｐ５ 高GC含量領域のPCR増幅におけるDNA脱アミノ化処理の有効性

大澤資樹、堀内英和、田  、北野　誉、梅津和夫

（山形大学医学部環境病態統御学講座法医病態診断学分野）

第1日目　１１月２４日（木）

座長　水口　清（東京歯科大学法歯学講座）

10:20～10:40　検出技術１

座長　向山明孝（日本獣医畜産大学）

展示発表　（１階広間）

10:00～10:20　臨床応用
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Ｐ６ DMPA(differentially methylated parental allele)検出法に関する

検討 II

中屋敷　徳
1
、高宮正隆

1
、黒瀬奈緒子

1
、橋谷田真樹

2
、青木康博

1

（
1
岩手医科大学医学部法医学教室、

2
東北大学大学院医学系研究科

　社会医学講座法医学分野）

Ｐ７ 塩基配列特異的熱溶出クロマトグラフ(SSTEC)法によるヒト嗅覚受容体

遺伝子のDNA多型解析

郡山豊泰
1
、新井絢子

1
、時田佳冶

1
、近藤壽彦

1
、笠井賢太郎

2

（
1
群馬大学医学部保健学科、

2
科学警察研究所）

Ｐ８ Phi29 DNA polymeraseで増幅したヒト口腔粘膜細胞DNAのPCRによる遺伝

子多型分析への適用例と条件検討

伊藤未来
1
、井上幸子

2
、前田純夫

1,2

(
1
奈良女子大学大学院・人間文化研究科、

2
奈良女子大学・生活環境学部)

Ｐ９ 蛍光標識プライマーを用いたX-STRの同時検出

田村明敬、岩田美佐、高瀬　泉、坪井健人、福西新弥、宮崎時子、

西尾　元、鈴木廣一

（大阪医科大学法医学教室）

Ｐ１０ 温度勾配電気泳動法によるABO遺伝子のSNP解析

三谷友亮
１,２
、小林哲哉

１,２
、赤根　敦

１

（
１
関西医科大学法医学教室、

２
大阪府警察本部刑事部科学捜査研究所）

Ｐ１１ TaqMan法を用いたABO式血液型遺伝子型タイピング

篠根光太郎
1
、橋谷田真樹

2
、那谷雅之

1

（
1
三重大学大学院医学系研究科環境社会医学講座法医法科学、

　
2
東北大学大学院医学系研究科社会医学講座法医学）

Ｐ１２ SSCPパターン解析により検出されたABO血液型遺伝子の hybrid allele

中村貴子、本田克也

（筑波大学人間総合科学研究科法医学）

Ｐ１３ 塩基配列特異的熱溶出クロマトグラフ (SSTEC)法によるヒトABO遺伝子の

遺伝子型解析

時田佳冶、安戸博美、蛭田芽公美、郡山豊泰、近藤壽彦

（群馬大学医学部保健学科）

10:40～11:05　検出技術２

座長　赤根　敦（関西医科大学法医学講座）
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Ｐ１４ ペンギン類のMHC領域（主要組織適合性遺伝子複合体）における多型解析

吉川枝里
1
、津田とみ

1,2
、成瀬妙子

3
、炭山大輔

1
、福田道雄

4
、

栗田正徳
5
、津田道雄

1
、村田浩一

6
、猪子英俊

1

（ 
1
東海大学医学部基礎医学系分子生命科学、

2
徳島文理大学人間生活学

　部、
3
東京医科歯科大学難治疾患研究所分子病態分野、

4
東京都葛西臨

　海水族園、
5
名古屋港水族館、

6
日本大学生物資源科学部）

Ｐ１５ 日本の雑種犬におけるマイクロサテライト多型

大石 昇
1,4
、前田眞理

1,2 
、槙村浩一

2,3 
、澤口聡子

5 
、林屋牧男

6
、

久保拓也
7
、加納 塁

8
、長谷川篤彦

8
、笠原道弘

1,2

（
1
帝京大学医学部物理学教室、

 2
帝京大学ゲノム解析リサーチ・セン

　ター、
3
帝京大学医真菌研究センター、

4
帝京大学生物工学研究セン

　ター、
5
東京女子医科大学法医学教室、 

6
林屋動物診療室、 

7
北愛動

　物病院、
8
日本大学生産資源科学部獣医臨床病理学研究室）

Ｐ１６ Dog serotonin transporter polymorphism and the association with

behavioral traits

Kyung-Won Hong
1
, Masami Maejima

2,3
, Miho Inoue-Murayama

2
,

Mitsuo Morita
4
, Yuichi Murayama

5
, Shin’ichi Ito

2

（
1
The United Graduate School of Agricultural Science, Gifu

　University, 2Faculty of Applied Biological Sciences, Gifu

　University, 
3
Tokyo Central Pathology Laboratory Co., LTD,

　 
4
Livestock Improvement Association of Japan, Inc., 

5
National

　Institute of Animal Health）

Ｐ１７ タヌキにおけるマイクロサテライトDNAによる個体識別

松木吏弓、竹内　亨、阿部聖哉、梨本　真

（電力中央研究所生物環境領域）

　　　　※先着70名までの参加者にお弁当とお茶を無料配布します。

12:00～13:00　評議員会（地階第１会議室）

12:00～13:00　テクニカルセミナー（１階広間）

11:05～11:30　動物のDNA多型

座長　津田とみ（徳島文理大学人間生活学部）
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Ｐ１８ ナメクジウオの分子進化学的研究

松崎雄三
1,2
、向田政博

２
、今井利夫

１

（
１
東邦大学理学部生物学科、

２
防衛医科大学校法医学講座）

Ｐ１９ 水産生物を対象としたDNA多型データベースの構築

小林敬典
１
、大原一郎

１
、正岡哲治

２
、猿渡敏郎

３

（
１
中央水産研究所、

２
養殖研究所、

３
東京大学海洋研究所）

Ｐ２０ 一塩基置換を用いた太平洋サケマス類の種判別

大原一郎、小林敬典、中山一郎

（中央水産研究所）

Ｐ２１ トモメヒカリの生活史　塩基配列が明かすその概略

猿渡敏郎
１
、平川直人

２
、茂木正人

２
、大野　淳

２
、正岡哲治

３
、張　成年

４

（
１
東京大学海洋研究所、

２
東京海洋大学、

３
養殖研究所、

　
４
中央水産研究所）

Ｐ２２ 岩手県宮古湾におけるヒラメ放流魚による再生産の可能性

篠塚由美、朝日田　卓

（北里大学水産学部）

Ｐ２３ 日本周辺におけるヒレグロのミトコンドリアDNA多型解析

柳本　卓
１
、小林敬典

２

（
１
独立行政法人水産総合研究センター北海道区水産研究所、

　
２
中央水産研究所）

Ｐ２4 擬父、擬母不在家系の親子鑑定における肯定確率の意義

赤根　敦
1
、三谷友亮

1,2

（
1
関西医科大学法医学講座、

2
大阪府警科学捜査研究所）

Ｐ２５ ミトコンドリアの12S及び16SリボソームRNA遺伝子を利用した種属識別

北野　誉、梅津和夫、田　 、大澤資樹

山形大学医学部環境病態統御学講座法医病態診断学分野

第２日目　１１月２５日（金）

座長　正岡哲治（独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所）

10:00～10:15　DNA鑑定

座長　小室歳信（日本大学歯学部法医学教室）

9:30～10:00　水産領域のDNA多型
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Ｐ２６ LAMP 法による歯髄DNAからの性別判定

堤　博文、向山レイ、小室歳信

（日本大学歯学部法医学教室）

Ｐ２７ コンニャクにおけるＲＬＧＳ品種識別マーカーの開発

飯塚弘明
1
、細渕朗子

2,3
、高宮知子

2,3
、村上康文

3
、山下秀次

4
、奥泉久人

2
、

加藤晃
1
、内田秀司

1

（
1
群馬県農業技術センター、

2
農業生物資源研究所、

3
東京理科大学、

　
4
九州東海大学）

Ｐ２８ 小麦加工食品からのＤＮＡ抽出法およびＤＮＡ断片化程度の評価

藤田由美子、池田達哉、荒木悦子、矢野　博

（農業・生物系特定産業技術研究機構　近畿中国四国農業研究センター）

Ｐ２９ 分子マーカーによるニホンナシとマルメロの属間雑種の解析

山本俊哉
１
、木村鉄也

2
、副島淳一

１
、眞田哲朗

１
、伴　義之

2
、林　建樹

１

（
１
果樹研究所、

2
種苗管理センター）

Ｐ３０ 日本人とドイツ人のC1S遺伝子の多様性について

中川真由美
１
、湯浅　勲

２

（
１
鳥取大学医学部病態検査学講座、

２
鳥取大学医学部法医学分野）

Ｐ３１ ABO血液型遺伝子における5’上流域の多型（Ⅱ）

沖浦達幸
1,2
、三宅　仁

２
、西村浩治

１
、西向弘明

１

（
１
愛媛大学医学部環境社会医学講座法医学分野、

２
愛媛県警察本部科学

　捜査研究所）

Ｐ３２ 多人種間におけるメラニン合成系遺伝子の多型と表現型の比較検討

増井聡亮
1
、中留真人

1
、的場梁次

1
、西　克治

2

（
1
大阪大学大学院医学系研究科予防環境医学専攻社会環境医学講座法医学

　教室、
２
滋賀医科大学法医学講座）

座長　木村鉄也（種苗管理センター）

10:30～10:50　DNAデータベース１

座長　大澤資樹（山形大学医学部法医病態診断学分野）

10:15～10:30　植物のDNA多型
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Ｐ３３ AIM-1遺伝子に働くヨーロッパ人特異的な正の自然選択

副島美貴子、神田芳郎

（久留米大学医学部法医学・人類遺伝学講座）

Ｐ３４ トルコ人集団及びアフリカオバンボス集団におけるdeoxyribonuclease

I多型解析

藤原純子
１
、今村真二

2
、室　友紀

2
、竹下治男

１

（
１
島根大学医学部法医学講座、

2
島根県警察本部科学捜査研究所）

Ｐ３５ 日本人におけるY-STR17座位の遺伝頻度分布

橋谷田真樹
１
、梅津和夫

２
、湯浅　勲

３
、田村明敬

４
、三好　綾

5
、

舟山眞人
１

（
１
東北大学大学院医学系研究科法医学分野、

２
山形大学医学部法医

　学教室、
３
鳥取大学医学部法医学教室、

４
大阪医科大学法医学教室、

　
5
福岡大学医学部法医学教室）

Ｐ３６ 中国人におけるY染色体上STRの遺伝子頻度とハプロタイプ解析

王　秀玲、澤口聡子

（東京女子医科大学医学部法医学教室）

Ｐ３７ 日本人を対象としたAmpFl STR-Yfilerによる5種のY-STRの追加と21-YSTR

haplotypeおよびBinary Haplogroupとの関連

伊藤春雄、笠原　育、水口　清

（東京歯科大学法歯学講座）

Ｐ３８ 湿潤がDNA型検出に及ぼす影響

廣重憲一、山口裕樹

（福岡県警察本部科学捜査研究所）

Ｐ３９ Differex
TM 
Systemを用いた混合斑痕からのDNA抽出

塚田和彦
1,2
、野尻真依子

1
、倉沢佳延

1
、笠原浩一

1
、浅村英樹

2
、

太田正穂
2
、福島弘文

2

（
1
長野県警察本部刑事部科学捜査研究所、

2
信州大学医学部法医学教室）

10:50～11:10　DNAデータベース２

座長　西向弘明（愛媛大学医学部環境社会医学講座法医学分野）

11:10～11:30　検出技術３

座長　吉田日南子（科学警察研究所）
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Ｐ４０ REPLI-g Kitを用いた法科学試料のDNA多型検出について

鉄　堅、芹沢優花、岩上悦子、押田茂實

（日本大学医学部社会医学講座法医学部門）

Ｐ４１ AmpFlSTR
  
Identifiler 

 
PCR Amplification Kitを用いた溺死体の大動脈、

脳硬膜からのSTR分析例

佐藤彌生、茂谷久子、早川　睦、矢島大介、岩瀨博太郎

（千葉大学大学院医学研究院法医学教室）

13:00～13:30　総会及び功績賞授与式（２階ホール）

13:30～14:00　口演発表（２階ホール）
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演題 『DNA多型解析の現状と展望』

東　きょう

（アプライドバイオシステムズジャパン株式会社）

※先着70名までの参加者にお弁当とお茶を無料配布します。

13:30～17:40　口演発表（２階ホール）

テクニカルセミナー　（１階広間）

第１日目 １１月２４日（木）

12:00～13:00

司会　安田年博（福井大学医学部病態遺伝生化学）
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